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広　報

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

特　　集

・夏のレジャー・イベント情報

表紙写真：笠置町　笠置夏まつり　花火大会
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　本格的な夏の到来を前に、全国各地は活気
と熱気で満ち溢れています。
　笠置町、和束町、南山城村には今の季節な
らではの楽しみ方がたくさんあります。
　この夏、３町村で楽しめるレジャーやイベ
ントの情報について紹介します。

◦夏にイベントが多い理由◦ 
　夏のお祭りや縁日などの伝統行事は本来、五穀豊穣
や子孫繁栄などを土地の神様にお願いしたり感謝した
りするために行います。
　「秋の豊作のために、 適度な雨と日照りをお恵みくだ
さい」とお祈りするため、夏はお祭りが多いのです。
　さらに、現代では夏休みもあるので、花火や露店と
いったレジャーを楽しむ人が多くなり、多種多様なイ
ベントが行われるようになりました。

灯ろう流し（笠置町）

南山城村自然の家（南山城村）

カヌー体験（南山城村）

湯船森林公園（和束町）

和束茶カフェ夏祭り（和束町）

笠置キャンプ場（笠置町）
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特　集

第 27回 笠置夏まつり 

日　程　8 月 1 日（土）
　　　　（荒天時は 8 月 2 日（日）開催 ）

主　催　笠置夏まつり実行委員会
事務局
　一般社団法人観光笠置　☎ 0743-95-2880
　笠置町商工会　　　　　☎ 0743-95-2159
　笠置町企画観光課　　　☎ 0743-95-2301

　※イベント当日、
笠置町周辺の道路
は大変混雑するこ
とが予想されます。
　近隣の皆様には
大変ご迷惑をお掛
けいたしますが、何
卒ご理解とご協力
をお願いいたしま
す。

2015　京・村まつり 

日　時　7 月 26 日（日）
　　　　午前 10 時〜午後 3 時
場　所　南山城村・やまなみホール及び
　　　　河川敷周辺

　当日は、カヌー体験や、村特産物等の出店ス
ペースや、生き物＆風景フォトコンテストなど
の各種催しが行われ、京都府唯一の村「南山城村」
を存分に楽しめるイベントです。
　毎年たくさんの来場者があります。ぜひ、ご
家族そろってお越しください !!

問合せ　南山城村商工会
　　　　☎ 0743-93-0100

京の七夕協賛事業
「和束の涼を愉しむ！和束茶ビール
とさまざまな味覚と音楽の夕べ」 

　京の七夕実行委員会では平成 22 年度より祇園祭と五山送り火の間
の８月上旬に新たな京の夏の風物詩となるよう「京の七夕」を実施し
ます。
　商店街、寺社仏閣の協力も得て 70 万人を超える観光客が訪れるイ
ベントとして定着しました。
　第６回を迎える今回も「一年に一度、願いを込めて」をテーマに開
催します。
　さらに広がりを持ったイベントとして、府域全体で 「京の七夕」 を
展開し、地域の活性化につなげます。

日　程　８月 23 日（日）　午後２時頃を予定
　　　　　※確定ではありませんので詳細は下記問合せまでお願いします。

場　所　和束コミュニティースペース　和束丘の家（和束町白栖下出）
協　賛　京の七夕実行委員会（京都府観光振興課）

問合せ　茶縁本舗　 chaenhonpo@gmail.com まで

　笠置キャンプ場
　問合せ（予約不要、先着順です）
　　一般社団法人観光笠置
　電話受付時間　午前 9 時〜午後 5 時
　　☎ 0743 ー 95 ー 2880

　和束町湯船森林公園
　開園時間　午前９時〜午後５時
　問合せ・予約（予約が必要です）
　　湯船森林公園管理組合
　電話受付時間　午前 9 時〜午後 5 時
　　平　日　　　☎ 0774 － 78 － 2001
　　土・日・祝　☎ 0774 ー 78 － 3010
　　※ペットの入園禁止です。

　南山城村自然の家
　問合せ・予約
　　南山城村自然の家
　電話受付時間　午前 9 時〜午後 5 時
　　　　　　　　（火曜日、水曜日除く）
　　☎ 0743 ー 94 ー 0100
　　 0743 ー 94 ー 0303
　　 info@minamiyamashiro.main.jp 

３町村の真夏を楽しむ
レジャー施設案内

出店で賑わうやまなみホール駐車場 JR 笠置駅前の夜店の様子

内　容
行　　事 時　　間 場　　所

バザー・夜店 午後 6 時〜午後10時 JR 笠置駅前

花火大会 午後 8 時〜午後 8 時30分 木津川河川敷

今年の花火打ち上げ総数は約1,900発！
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まちの話題まちの話題

　９月 19 日（土）・20 日（日）の 2 日間、和歌山県すさみ町で開かれる第 70 回国民
体育大会グラウンド・ゴルフ競技に和束町の奥澄子さんと西山龍子さん、南山城村の裏
出久子さんが出場されることになりました。
　この国体出場選手の予選会を兼ねた第 26 回京都府グラウンド・ゴルフ春季（南部）
大会が５月 30 日（土）京都市岩倉東公園グラウンドで開かれ、男女合わせて 512 人の
選手が参加されました。
　奥さん、西山さん、裏出さんの 3 名は４月に開かれた山城南ブロックの春季大会で上位入賞されたこと
から予選会に出場されたもので、試合では他を圧倒する強さを見せ、女性の部で奥さんが１位、西山さん
が２位、裏出さんが３位となり京都府代表として国体への出場権を獲得されました。
　奥さん、西山さん、裏出さんはそれぞれのグラウンド・ゴルフ連盟会長と共に各町・村役場を訪れ、堀町長、
手仲村長に出場決定の報告をされま
した。
　堀町長は「国体への出場を決めら
れたことは和束町の誇りです。ぜひ
優勝目指して頑張ってください。」ま
た、手仲村長は「村にとって大変喜
ばしいことであり、ぜひ頑張ってき
てください。」と激励しました。
　京都府代表として奥さん、西山さ
ん、裏出さんの国民体育大会での活
躍が期待されます。

第70回国民体育大会　グラウンド・ゴルフ競技
京都府代表選手として出場決定！

裏出久子さん西山龍子さん（左）　奥　澄子さん（右）

　社会科の授業で笠置・和束・南山城小学校の４年生（延
べ 33 人）が各町村の水道施設を見学し、水道水ができる仕
組みを学習しました。
　和束小学校では、６月９日（火）、18 人が和束中央浄水
場を訪れました。児童は、施設のパンフレットをもとに、
川から汲み取られた水がポンプを通して原水調整槽、一次
ろ過装置、ろ過調整槽、緩速ろ過池、浄水池、そして配水
池へと運ばれていく過程を職員から説明を受け、メモを取
りながら熱心に聞いていました。

　また、笠置小学校では、６月 15 日（月）に笠置浄水場を、南
山城小学校でも、６月 30 日（火）に月ヶ瀬浄水場を訪れました。
見学後「大きな機械を使って、いろいろな工夫をして水をきれ
いにしているので、水を大事にしなければいけないと思いまし
た。」と感想を述べていました。児童はこの学習を通して、浄水
場が生活に欠かせない水道水をつくる重要な施設であることと、
資源である水の大切さを実感したようです。

水道水はどうしてできるの
～小学４年生　水道施設見学～

和束中央浄水場

笠置浄水場

人権啓発標語　入選作品（笠置町）…………①　私（わたし）　大好（だいす）き！人権（じんけん）の町（まち）・笠置（かさぎ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　ことばのキャッチボール　大切（たいせつ）だよ 4



　６月４日（木）、笠置町産業振興会館にて、本年度の笠置
さわやか会開講式及び第１回講座が開催され、88 人が参加
しました。
　笠置さわやか会は、60 歳以上の笠置町在住者を対象とす
る伝統ある講座です。
　西本教育長の挨拶と、松本町長の祝辞の後、京都府立山城
郷土資料館資料課長の田中淳一郎さんが、「笠置寺と笠置城」
という演題で講演されました。
　笠置寺の成り立ちにはじまり、歴史的人物による笠置山
信仰、「笠置城」と呼ばれていた鎌倉時代と戦国時代の興亡、
近年の発掘調査により判明した当時の様子など、笠置寺にま
つわる様々なできごとについて講話されました。写真による
説明もあり、受講生は興味深く耳を傾けていました。

平成27年度　笠置さわやか会開講
まちの話題まちの話題

笠置児童館・３町村
京のまなび教室合同事業 「春を歩こう」

「災害時等における福祉避難所の開設及び運営に関する協定」締結
〜和束町と社会福祉法人和楽会〜

　6月 5日（金）和束町商工会館研修室で、和束町と、
特別養護老人ホームわらくを運営する社会福祉法人和
楽会とで「災害時における福祉避難所の開設及び運営
に関する協定」を締結しました。
　福祉避難所は、高齢者や障害者など、一般の避難所
での生活が困難で、配慮を必要とする災害時要配慮者
に対する体制を整備した避難所で、和束町が必要に応
じて開設を要請し、必要性の高い方から福祉避難所へ
の受け入れを要請することとなります。
　災害発生時には、まず、お近くの指定避難所へ避難
してください。

　５月 30 日（土）、笠置児童館と３町村京のまなび教室の合同事業「春を
歩こう」が開催されました。「春を歩こう」とは名ばかりの、夏の訪れを感
じる暑い日となりましたが、3 町村から総勢 48 人の小学生が参加し、それ
ぞれ最寄の駅から JR 祝園駅まで電
車を乗り継ぎ、精華町畑ノ前公園を
目指しました。
　学校教育で進めている小小連携で
もよく顔を合わせている子どもたち
は、公園に着くとすぐに仲良くなり、
自然を題材にしたネイチャーゲーム
をしたり、公園の遊具で自由に遊ん
だりして交流を深めました。

権啓発標語　入選作品（笠置町）…………③　心（こころ）と心（こころ）でつなぎ合（あ）う　人権（じんけん）の輪（わ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④　心（こころ）の窓（まど）には鍵（かぎ）をかけないで！5



　5月 15 日（金）、メルパルク京都で開催された京都行政相談委員全体会議で、
行政相談委員の松石三重子さん（和束町）と中西正範さん（笠置町）が総務省近
畿管区行政評価局長表彰を、中下洋子さん（南山城村）が京都行政評価事務所長
感謝状をそれぞれ受賞されました。
　松石さん、中西さん、中下さんは、行政相談委員と
して国などの行政に対する苦情、問合せなどの解決に
尽力されるとともに住民の皆さんの身近な相談相手と
して活躍されています。
　笠置町、和束町、南山城村では、定例相談所を毎月
開設しています。

総務省近畿管区行政評価局長表彰及び
京都行政評価事務所長感謝状の受賞

松石　三重子さん（和束町）

中下　洋子さん（南山城村）中西　正範さん（笠置町）

笠置町では毎年7月を、和束町と南山城村では毎年８月を「人権強調月間」と定め、
差別や人権問題をなくすため、各種啓発活動等を行っています。

　日　時　　７月７日（火）〜 24 日（金）
　　　　　　午前８時 30 分〜午後５時
　場　所　　笠置町産業振興会館
　内　容　　人権啓発パネルの展示
　　　　　　人権に関する標語の七夕飾り設置
　主　催　　笠置町同和教育推進協議会
　問合せ　　教育委員会笠置町分室
　　　　　　☎ 0743 − 95 − 2726

　日　時　　８月３日（月）午前 10 時〜正午
　場　所　　南山城村文化会館（やまなみホール）
　内　容　　講演：「いのちのバトンタッチ」
　　　　　　　　　〜映画「おくりびと」に寄せて〜
　　　　　　講師：青木新門（作家／詩人）
　主　催　　南山城村・相楽東部広域連合教育委員
　　　　　　会（この事業はやまなみ大学との共催と
　　　　　　なっています）
　問合せ　　南山城村総務課
　　　　　　☎ 0743 − 93 − 0102

　７月の人権強調月間に伴い、笠置町では啓発作品
（標語等）の募集が行われ、21 点の応募がありまし
た。そのうち代表となったのは以下の標語です。他
の 20 点については、広報れんけい４頁下から紹介
しています。

育
そだ

てよう　地
ち

域
いき

の絆
きずな

　笑
え

顔
がお

の輪
わ

人権啓発パネル展（笠置町） 人権教育研修会（南山城村）

人権啓発作品（笠置町）人権啓発街頭活動
（笠置町・和束町・南山城村）

行　政

人 権 強 調 月 間

３町村では、人権の大切さを呼びかける街
頭啓発を行います。

日　時 場　　所

笠 置 町 ７月 ７ 日（火）
　午前 7 時〜 JR 笠置駅前

和 束 町 ７月 27 日（月）
　午前７時 30 分〜 白栖橋交差点付近

南山城村 ８月 ３ 日（月）
　午前 9 時 30 分〜 やまなみホール前

権啓発標語　入選作品（笠置町）…………⑤　人権（じんけん）は一人（ひとり）・ひとりの思（おも）いやり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥　差別（さべつ）をなくして明（あか）るい町（まち）づくり 6



笠置町プレミアム付き商品券を発行します！

発行冊数： 1,700 冊
販　売　額：１冊 10,000 円（500 円券 26 枚綴）　※お 1 人様 3 冊（3 万円）まで
販売期間：平成 27 年８月４日から平成 27 年 10 月 31 日まで（売切れ次第終了）
有効期間：平成 27 年８月４日から平成 28 年２月 29 日まで
　　　　　※有効期間の過ぎた商品券は無効
販　売　所：笠置町役場、笠置町産業振興会館、笠置会館
そ　の　他：取扱店登録をした笠置町内の事業所で利用可能です。
　　　　　転売は禁止します。不正使用が明らかなときは、受け取りを拒否します。
　　　　　現金と引き換えはできません。また、つり銭はでません。
問　合　せ：笠置町企画観光課 　☎０７４３－９５－２３０１㈹

10,000 円の商品券購入で
13,000 円分使えます

和束町上下水道係からのお知らせ
測量作業のお知らせ
　和束町ではこのほど、簡易水道統合事業に伴う測量を実施させていただくこととなりました。
測量作業にあたり、皆さま方のお宅の近くや敷地の一部に作業員が立ち入る場合がございます。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
　　　○測量期間　　7 月上旬から 11 月末まで　
　　　○測量箇所　　府道宇治木屋線（木屋峠付近）、木屋集落内
　　　○作業時間　　午前 8 時から午後 5 時
 問合せ　和束町建設事業課上下水道係
 ☎ 0774 − 78 − 3001（内線 243）

和束町ふるさと応援寄附金基金

　6月 4日（金）、大阪市内で開催された近畿少年補導員等連絡協議会
総会において、笠置町の山本幸男さんが近畿管区警察局長・近畿少
年補導員等連絡協議会会長連名表彰を受けられました。
　山本さんは、昭和 63 年４月から現在までの間、笠置町青少年育成
委員会会長、相楽青少年補導委員会会長として、笠置町をはじめ相
楽管内の少年の健全育成活動や非行防止活動に尽力されてきました。
　また、京都府少年補導連絡協議会の副会長として、京都府内の少年警察ボランティアのリーダーとして
少年の健全育成・非行防止・環境浄化活動に積極的に取り組まれ、府内のみならず近畿の少年補導員会か
らその功績が認められて、この度の受賞となったものです。

近畿少年補導功労者表彰を受賞

山本幸男さん（笠置町）

行　政

　緑豊かなふるさと和束を守り未来に引き継いでいくために、教育・福祉・保健・医療の充実をはじめ茶
産業を生かした新産業の創出など、雇用の拡大へと各種施策を推進しています。
　ふるさと和束町を離れて頑張っておられる方や和束町にゆかりのある方々、和束町に関心をもっておら
れる皆さん、ぜひ「ふるさと応援寄附金」に深いご理解をいただき、緑豊かな自然環境を未来へ引き継い
でいくために皆さんのお力添えをお待ちしています。
ご寄附ありがとうございました

「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 27 年５月受付）。
　　　　氏　名：木崎　茂　　　　住　所：京都府宇治市　　　寄附金：　30,000 円
　　　　氏　名：和束　正平　　　住　所：大阪府茨木市　　　寄附金：　10,000 円　
　　　　氏　名：匿 名 希 望　　　住　所：京都府京都市　　　寄附金：100,000 円
　　　　氏　名：匿 名 希 望　　　住　所：京都府宇治市　　　寄附金：　20,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

権啓発標語　入選作品（笠置町）…………⑦　今日（きょう）もまた　親子（おやこ）で語（かた）る　人権（じんけん）の峠（みち）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧　断 ( た ) ちきろう　見 ( み ) にくい差別 ( さべつ )　する心 ( こころ )
7



医療・保健

がんに関わる様々な相談をお受けします。

日　時　７月７日（火）、８月４日（火）
　　　　午後１時〜午後３時 30 分
場　所　京都府山城南保健所
申込み　事前に京都府がん総合相談支援センターにお申し
　　　　込みください。相談無料
　　　　なお、出張相談以外にがん総合相談支援センター
　　　　で通常相談（電話及び対面）も実施しています。
問合せ　京都府がん総合相談支援センター
　　　　☎ 0120 − 078 − 394　　　　
　　　　月〜金（祝日・年末年始を除く）
　　　　午前 9 時〜正午、午後１時〜午後４時

出張がん個別相談会
　例えば、こんな時にご利用ください

◦がんと聞いて頭が真っ白。誰かに話を聞いてもらいたい。
◦がんと診断されたけど、まだ家族に話していない。どう伝え
　たらいいんだろう。
◦妻ががんと診断された。これからどのよ
　うに接していけばよいのかわからない。
◦医師に尋ねてみたいことがあるが、どん
　なふうに聞いてよいのかわからない。
◦治療方法を説明されたが、よくわからな
　いので確認したい。
◦治療費が払えるかどうか不安。
◦治療を受けることになったが、その間育児や介護をどうして
　よいかわからない。
◦治療が一段落し、受診も数ヶ月に 1 度になったので、そろ
　そろ再就職したい。

乳がん・子宮がんの集団検診のお知らせ。（南山城村）
　今年も集団検診車による婦人のがん（乳がん・子宮がん）検診の日が近づ
いてきました。２日間で４会場を回ります。最寄りの場所で受診して下さい。
自己負担金：子宮がん１,000 円　乳がん １,000 円（視触診のみは無料）
申　込　み：７月24日（金）までに南山城村保健福祉センターへ
　　　　　　☎ 0743-93-0294
　　　　　　後日、申込された方に受付時間を個人通知します。
　子宮がんの医療機関での個別検診は９～ 11 月の予定です。子宮体がん
検診を希望される方は医療機関受診対応となります。医療機関は相楽郡内
と木津川市内、伊賀市内の産婦人科を標榜している所です。後日、申し込
みを取ります。
◆がん検診推進のため子宮がんでは 20歳、乳がんでは 40歳の方に検診
手帳とクーポン券を送付し自己負担なしで受けられるようにします。対象者
の方には個人通知をしますので、ぜひこの機会を活用して受診しましょう。

特定健診・基本健康診査の個別健診が８月から始まります。
　村内の医療機関・竹澤内科小児科医院での個別健診が８・９・10月の３ヶ
月間実施となります。事前申し込みが必要ですので、直接医院（☎ 0743-
93-0808）にお申し込み下さい。国民健康保険に加入の方は受診券が届き
ますので　それを持参して受診下さるようお願い致します。
　大腸がんの個別検診も同時に実施となりますので、希望される方は医院の方へお申込み下さい。

蚊の用心　ひと刺し用心　デング熱
　デング熱に注意を！！
　昨年夏より、国内でデング熱に感染したことが確認された人が報告され
ています。
　デング熱は蚊を介して感染するもので人から人へは感染はしません。ま
た、デング熱は感染しても重症化することはまれです。
　蚊に刺されてから３〜 7 日程度で高熱のほか、頭痛、目の痛
み、関節等の症状が見られれば、デング熱の可能性もあるため、
早めに医療機関を受診してください。
　屋外の蚊が多くいる場所で活動する場合は、できるだけ肌を露出せず、
虫よけ剤を使用するなど、蚊にさされないよう注意してください。

デング熱は人から人へは感染しません

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前 8 時 30 分〜

午後 0 時 30 分
診療時間 午前 9 時〜

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問い合わせください。
月　　日 診療科目

８月 2 日（日） 内科
８月 9 日（日） 内科
８月 16 日（日） 内科・小児科
８月 23 日（日） 内科・小児科
８月 30 日（日） 内科・小児科

※急に変更になる場合があります。
　７月のスケジュールは広報紙６月号をご覧く
　ださい。

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　☎ 0774-73-9988（直通）

日程 時間 場所 内　容

８ 月
17 日
（月）

10 時

〜

11 時

高尾
公民館

子宮がん検診
婦人科医による子
宮頸がん検診
対象：20 歳以上

乳がん検診
乳がん専門の外科
医 に よ る 視 触 診
( 全員 ) と乳房の
X 線撮影（マンモ
グラフィー）(40
歳以上は全員。以
下は医師の指示に
て撮影 )
対象：30 歳以上

13 時

〜

15 時

本郷
コミセン

８ 月
21 日
（金）

10 時

〜

11 時

農村婦人
の家

12 時

〜

15 時

保健福祉
センター

権啓発標語　入選作品（笠置町）…………⑨　差別（さべつ）なき　明（あか）るい社会（しゃかい）　誇（ほこ）るまち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑩　許（ゆる）さない　ヘイトスピーチ　国（くに）の恥（はじ） 8



薬物乱用の危険性
○広がる薬物乱用
　インターネットや携帯電話等の普及による配給源の多
様化により、薬物乱用が一般の人々にも蔓延してきてい
ます。
　若年層における薬物乱用者が急増しており、「かっこ
いいから」「１回だけなら」といった好奇心から手を染
めてしまうケースが多くみられます。

○大麻の乱用
　大麻は無害であるという誤った認識が依然として浸透
しており、正しい知識を伝えていく必要があります。
　大麻は乱用すると感覚が異常になり、幻覚、幻聴、妄想、
興奮状態等の精神異常が起こったり、行動がおかしくな
り、普通の生活ができなくなります。また、物事に無関
心になり、何もやる気のない「無動機症候群」という状
態になります。　

○危険ドラッグの乱用
　危険ドラッグとは、麻薬や向精神薬には指定されてい
ないものの、麻薬や向精神薬に似た多幸感、快感等を高
める製品です。若年層の乱用に加え、他の乱用薬物に手
を染めてしまうゲートウェイドラッグ（入門薬）になる
等事態は深刻となっています。
　また、危険ドラッグの使用者による交通事故や犯罪も
起きており、社会全体に悪影響を及ぼします。

　平成 27年１月 25日に全面施行された「京都府薬物
の濫用の防止に関する条例」では、危険薬物の製造、販
売、使用、所持等が全面禁止されており、違反した場合、
最大２年の懲役又は100万円の罰金が科せられます。
　「１回ぐらいなら」と思っていても薬物の効果が切れ
るとまた使いたくなり、次第に自分の意志では止められ
なくなります。また、薬物を入手するため恐喝や強盗、
幻覚や妄想等による弊害、殺人等の犯罪を起こし、自分
だけでなく家庭の崩壊、社会生活の破壊を招く要因とな
ります。
　薬物乱用に対する理解を深め、絶対に手を出さないと
いう自覚が大切です。
　

京都府山城南保健所　環境衛生室衛生担当
　☎ 0774-72-4302

医療・保健

シ
リ
ー
ズ　

相
楽
医
師
会　

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
４
「
痛
風
と
高
尿
酸
血
症
」

　

痛
風
発
作
は
痛
風
関
節
炎
と
も
い
わ
れ
、

尿
酸
の
結
晶
が
関
節
に
沈
着
す
る
こ
と
で
起

こ
り
ま
す
。発
作
は
あ
る
日
突
然
起
こ
り（
夜

中
・
夜
明
け
に
起
こ
り
や
す
い
）、
腫
れ
・

発
赤
と
激
痛
を
伴
う
の
が
特
徴
で
す
。
足
の

親
指
の
付
け
根
の
関
節
が
最
も
多
く
、
痛
む

の
は
普
通
一
度
に
一
カ
所
だ
け
で
す
。
発
作

は
通
常
24
時
間
以
内
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
１
～

２
週
間
程
度
で
治
ま
り
ま
す
が
、
根
本
に
あ

る
高
尿
酸
血
症
を
放
置
す
る
と
発
作
を
繰
り

返
し
ま
す
。
発
作
が
起
き
た
ら
、
ま
ず
は
安

静
に
し
て
患
部
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
な
る
べ
く
早
く
内
科
・
整
形
外
科
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
関
節
リ
ウ
マ
チ
・
偽
痛
風
・

外
反
母
趾
・
爪
周
囲
炎
な
ど
と
の
見
極
め
が

大
事
で
す
。
痛
風
の
患
者
さ
ん
は
現
在
日

本
に
１
０
０
万
人
以
上
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
て
、
そ
の
95
％
が
男
性
で
、
元
気
で

仕
事
も
遊
び
も
バ
リ
バ
リ
こ
な
し
て
い
る

メ
タ
ボ
タ
イ
プ
の
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

高
尿
酸
血
症
の
治
療
は
、
通
常
発
作
が
治

ま
っ
て
２
週
間
程
度
し
て
か
ら
行
わ
れ
ま

す
。

　
「
尿
酸
値
が
高
い
」
と
言
わ
れ
る
と
、

と
か
く
プ
リ
ン
体
の
制
限
ば
か
り
目
が
向

き
が
ち
で
す
が
、
実
は
食
品
の
プ
リ
ン
体

か
ら
つ
く
ら
れ
る
尿
酸
は
全
体
の
20
％

で
、
残
り
の
80
％
は
体
内
で
作
ら
れ
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
尿
酸
値
を
上
げ
や
す
い
生

活
習
慣
全
体
を
見
直
す
こ
と
で
す
。

生
活
習
慣
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

　

①
食
事
の
量
を
抑
え
て
、
体
重
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

　

②
ア
ル
コ
ー
ル
を
（
種
類
に
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

③
水
分
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

④
適
度
な
有
酸
素
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

⑤
ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
発
散
し
ま
し
ょ
う
。

相
楽
医
師
会　

小
沢
医
院　
　
　

小
澤　

勝

きょうと薬物乱用防止行動府民
会議マスコットキャラクター
Noドラッくん

権啓発標語　入選作品（笠置町）…………⑪　周（まわ）りに流（なが）されない自分（じぶん）をつくること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫　無知（むち）から起（おこ）る差別（さべつ）を少（すこ）しでも早（はや）く絶（た）ちきろう9



◎◎◎◎　台 風 に 対 す る 備 え　◎◎◎◎
　台風は大きさや進路を気象情報などから得ることができ、事前に備えが出来る災害ですので、準備はしっ
かり整えましょう。 

　各ご家庭で台風に対する備えとして、次のような準備をしましょう。
⃝増水に備え、側溝や排水溝の掃除をし、水はけをよくする。
⃝避難する時に必要な非常持出品をまとめておく。（水、食料、懐中電灯他）。
⃝床上浸水の恐れのある場合は、あらかじめ家財や家電などを高所へ移動させておく。
⃝避難勧告が出されていなくても、危険を感じたら自主的に避難を考える。
⃝テレビ、ラジオ等で最新の気象情報を把握する。
⃝ハザードマップ等で家の近くの危険場所や避難場所を確認する。

　相楽中部消防組合消防本部　☎ 0774 ー 72 ー 2119

和 束 町 消 防 団 教 養 訓 練

自衛官募集相談員に委嘱 出水期を前に危険箇所調査
〜安心安全なまちづくりをめざして防災パトロール〜　５月 22 日（金）、自衛隊京都地方

協力本部と和束町から自衛官募集相談
員として木崎廣一さん（和束町中）と
北澤嘉朗さん（京田辺市）に自衛隊京
都地方協力本部と南山城村から北久保
和夫（南山城村田山）さんに委嘱状が
交付されました。
　堀町長（和束町）・手仲村長（南山
城村）から「これからの自衛隊を担う
人たちを一人でも多く募っていただけ
るよう、宜しくお願いします。」と激
励の挨拶がありました。
　今後２年間、自衛官志願者に対し、
自衛隊に関する情報提供や地域での広
報などの募集事務について援助・活動
を行っていただきます。

　南山城村では５月 25 日（月）に、
和束町では 6 月 9 日（火）に、笠置
町では 6 月 22 日（月）に出水期や台
風シーズンを前に、大雨等による災
害に備え危険箇所の点検や現状を把
握し、対策を考える防災パトロール
が行われました。
　パトロールには、京都府関係機関
のご協力をはじめ、防災関係部署等
との連携をとりながら行い、河川や
土砂災害についての危険とされる箇
所を重点的に視察しました。
　各町村とも、今後も防災体制の更
なる構築と災害のないまちづくりを
目指していきます。また、みなさま
も気象情報などのチェックや、被害
を最小限にとどめるように身の回り
や家の付近を点検し、もしもの時の
災害に備えてください。

　６月 13 日（土）に和束 B&G 海洋センターで、新入団員及び幹部教養訓練が実施されました。
　新入団員教養訓練は、新たに和束町消防団に入団した団員を対象に、相楽中部消防署職員の指導により、
規律、礼式訓練などの消防団員としての基本的
な知識を学ぶものです。
　幹部教養訓練は、部長以上の役員を対象に、
幹部としての指揮能力の向上を図ることを目的
に、本団役員の指導により実施されました。
　消防団は、火事や台風などの災害発生に備え、
日夜訓練を行い、地域の安心と安全を守ってい
ます。

安心・安全

和束町・木屋

笠置町・南笠置

南山城村・南大河原

権啓発標語　入選作品（笠置町）…………⑬　人（ひと）と人（ひと）とをつなぐのもまた心（こころ）です
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭　人権（じんけん）を尊重（そんちょう）する心（こころ）こそ町（まち）の財産（ざいさん）
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『
太
極
拳
入
門
』

実
施
日　

７
月
23
日
（
木
）

時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

講　

師　

古
西
一
美
さ
ん

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

１
０
０
円

定　

員　

先
着
30
名

申
込
受
付　

７
月
８
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
Ｈ
Ｐ
ま
た

　
　
　
　

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

『
英
会
話
教
室
』

◦
和
束
町
教
室

実
施
日　

７
月
６
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
午
後
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ー
ン
ズ
先
生

参
加
費　

無
料

申
込
み　

不
要

問
合
せ　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

◦
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

７
月
８
日
（
水
）、
22
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

参
加
費　

無
料

申
込
み　

不
要

問
合
せ　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

『
笠
置
さ
わ
や
か
会　

第
２
講
』

（
笠
置
町
）

実
施
日　

７
月
13
日
（
月
）

時　

間　

午
後
２
時
～

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

講　

師　

元
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
　
　
　

道
志
真
弓
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
の
60
歳
以
上

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

実
施
日　

７
月
11
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

『
健
康
体
操
』	

（
笠
置
町
）

実
施
日　

７
月
16
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

山
根
光
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

『
す
く
す
く
メ
ニ
ュ
ー
教
室
』

（
南
山
城
村
）

実
施
日　

７
月
16
日
（
木
）

時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
対
象　

保
育
園
に
入
る
前
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

『
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ひ
ろ
ば
』（
南
山
城
村
）

実
施
日　

７
月
16
日
（
木
）

時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

『
府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し
』

◦
企
画
展
「
踊
る
！
南
山
城
ー
お
か
げ

踊
り
・
花
踊
り
・
精
霊
踊
り
ー
」

　

南
山
城
の
人
々
が
暮
ら
し
の
中
で
守
り
伝
え

て
き
た
踊
り
の
数
々
を
紹
介
し
、
踊
り
に
託
し

た
願
い
や
踊
る
こ
と
の
意
味
を
探
り
ま
す
。

実
施
日　

７
月
18
日
（
土
）
～
８
月
30
日
（
日
）

時　

間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

◦
文
化
財
講
演
会

実
施
日　

７
月
18
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

演　

題　
「
お
か
げ
踊
り
の
歴
史
ー
南
山
城
を
中

　
　
　
　

心
に
し
て
ー
」

講　

師　

精
華
町
教
育
委
員
会　

中
川　

博
勝　
氏

聴
講
料　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
必
要
な
し
。

◦
文
化
財
連
続
講
座

実
施
日　

８
月
１
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

演　

題　

南
山
城
の
風
流
踊

講　

師　

当
資
料
館　

主
任　

青
江　

智
洋

聴
講
料　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
必
要
な
し
。

◦
夏
休
み
子
供
体
験
教
室

　
　
「
土
器
・
埴
輪
を
作
ろ
う
」

　

小
学
生
向
け
の
古
代
体
験
教
室
で
す
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
土
器
・
埴
輪
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

実
施
日　

７
月
25
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

定　

員　

児
童
生
徒
30
名
（
先
着
順
）

参
加
費　

２
０
０
円
（
材
料
費
実
費
）

申
込
期
限　

７
月
18
日
（
土
）
ま
で
（
定
員
に
な
り

　
　
　
　

次
第
締
切
）

◦
夏
休
み
子
供
体
験
教
室

　
　
「
勾
玉
を
作
ろ
う
」

実
施
日　

８
月
８
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

定　

員　

児
童
生
徒
30
名
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
実
費
）

申
込
期
限　

８
月
１
日
（
土
）
ま
で
（
定
員
に
な
り

　
　
　
　

次
第
締
切
）

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館 

総
務
課

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
86
・
５
１
９
９

　
　
　
　

yam
asiro-s-sou

m
u

@
p

ref.

　
　
　
　
　

kyoto.lg.jp

『
平
成
27
年
度
南
山
城
村
職
員

採
用
試
験
案
内
』

　

南
山
城
村
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

受
験
資
格

　
〈
保
育
士
〉
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　
　

れ
た
人
で
、
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

　
　

ま
た
は
平
成
28
年
３
月
末
日
ま
で
に
取
得

講
　
座

募
　
集

お
し
ら
せ

おしらせ

権啓発標語　入選作品（笠置町）…………⑮　人権（じんけん）を親子（おやこ）で理解（りかい）し合（あ）う、明（あか）るい町（まち）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑯　人（ひと）と人（ひと）　縁（えん）で結（むす）ばれ　光明（ひかり）さす�



　
　

見
込
み
の
人

　
〈
土
木
技
術
職
〉
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に

　
　

生
ま
れ
た
人
で
、
土
木
に
関
す
る
専
門
課
程

　
　

を
修
了
し
た
者
ま
た
は
平
成
28
年
３
月
末

　
　

日
ま
で
に
修
了
見
込
み
の
人

　

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で

　
　

き
ま
せ
ん
。

　
　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
規
定
に
該
当
す

　
　

る
人

　

・
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

　

・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を

　
　

終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ

　
　

と
が
な
く
な
る
ま
で
の
人

試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
数

試
験
の
日
時
及
び
場
所
等

　

試
験
は
第
１
次
試
験
及
び
第
２
次
試
験
と
し
、

　

第
２
次
試
験
は
第
１
次
試
験
の
合
格
者
に
対

　

し
て
行
い
ま
す
。

受
験
申
込
手
続
及
び
申
込
受
付
期
間

　

⑴　

申
込
用
紙
の
請
求

　
　

南
山
城
村
役
場
総
務
課
に
請
求
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。

　
　

郵
送
に
よ
る
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の
お
も

　
　

て
に
「
保
育
士
採
用
試
験
受
験
申
込
書
請

　
　

求
」
ま
た
は
「
土
木
技
術
職
採
用
試
験
受
験

　
　

申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円

　
　

切
手
を
は
っ
た
郵
便
番
号
、
あ
て
先
明
記
の

　
　

返
信
用
大
封
筒
（
角
２
の
大
き
さ
）
を
同
封

　
　

し
て
、
総
務
課
あ
て
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
（
申
込
書
の
様
式
は
南
山
城
村
の
ホ
ー
ム

　
　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　

⑵　

申
込
手
続
き
の
方
法

　
　

申
込
み
は
村
か
ら
配
布
さ
れ
た
受
験
申
込
書

　
　

と
と
も
に
、
次
の
書
面
を
添
付
し
て
総
務

　
　

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
《
添
付
書
類
》

　
　
　

１　

履
歴
書 

　
　
　

２　

卒
業
又
は
卒
業
見
込
証
明
書

　
　
　

３　

成
績
証
明
書

　
　
　

４　

資
格
証
明
書
又
は
資
格
取
得
見
込

　
　
　
　
　

証
明
書
（
保
育
士
の
み
）

　

⑶　

受
験
申
込
受
付
期
間

　
　

受
付
期
間
は
、
平
成
27
年
７
月
21
日
（
火
）

　
　

か
ら
８
月
19
日
（
水
）
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、

　
　

祝
日
を
除
く
開
庁
日
と
し
、
執
務
時
間
内

　
　
（
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）
に

　
　

申
込
用
紙
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　

郵
送
に
よ
る
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

　
　

注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
書
及
び
履
歴
書
の
取
扱
い

　

受
験
申
込
み
の
際
に
提
出
い
た
だ
い
た
申
込

　

書
や
履
歴
書
等
は　

返
却
致
し
ま
せ
ん
の
で

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

採
用
予
定
日

　

平
成
28
年
４
月
１
日
（
金
）

給
与
等

　

南
山
城
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
に
基

　

づ
き
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
初
任

　

給
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

右
表
の
額
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
の
基

　

本
給
で
す
。

　

な
お
、
右
表
の
金
額
は
今
後
改
定
さ
れ
る
場
合

　

が
あ
り
、
ま
た
、
職
歴
な
ど
が
あ
る
方
は
そ
の

　

経
歴
に
応
じ
て
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

右
表
の
ほ
か
、
諸
手
当
が
そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
条

　

件
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

〒
６
１
９
ー
１
４
１
１

　
　
　
　

京
都
府
相
楽
郡
南
山
城
村
大
字
北
大
河
原

　
　
　
　

小
字
久
保
14
ー
１

　
　
　
　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２

『
平
成
27
年
度
第
２
次
、
第
４
次

募
集
期
自
衛
官
募
集
案
内
』

募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）
平
成

27
年
８
・
９
月
、
28
年
３
・
４
月
入
隊
す
る
隊
員

受
付
期
間

　

男
子　

７
月
１
日（
水
）か
ら
９
月
27
日（
日
）ま
で

　

女
子　

８
月
１
日（
土
）か
ら
９
月
８
日（
火
）ま
で

　

※
な
お
、年
間
を
通
じ
て
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

詳
細
は
各
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

応
募
資
格

　

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
に
お
い
て
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で

か
つ
、自
衛
隊
法
（
昭
和
29
年
法
律
第
１
６
５
号
）

第
38
条
に
定
め
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
者

受
付
場
所　

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　

〒
６
０
４
ー
８
４
８
２

　
　
　
　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
笠
殿
町
38

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
８
０
３
・
０
８
２
０

そ
の
他　

自
衛
隊
各
駐
屯
地
・
各
基
地
等
に
お
い

　
　
　
　

て
も
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
海
・
山　

ま
る
ご
と
体
験
』

参
加
者
募
集

実
施
日　

８
月
17
日
（
月
）
～
８
月
18
日
（
火
）

場　

所　

京
都
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
マ
リ
ー
ン
ピ
ア
）

　
　
　
　

京
都
府
立
丹
後
海
と
星
の
見
え
る
丘
公
園

対　

象　

府
内
在
住
の
小
学
５
・
６
年
生

定　

員　

20
名
（
先
着
順
、定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費
用　

一
人　

５
２
０
０
円

活
動
内
容　

海
星
公
園
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
・
カ
ッ

　
　
　
　

タ
ー
活
動
・
ク
ラ
フ
ト
（
宿
泊
：
マ
リ
ー

　
　
　
　

ン
ピ
ア　

１
泊
２
日
）

　
　
　
　

※
天
候
等
に
よ
り
、
活
動
内
容
を
変
更

　
　
　
　
　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

京
都
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
２
・
22
・
０
５
０
１

『
放
送
大
学
学
生
募
集
』

　
　

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第
２
学
期
（
10

　

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー

　

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

　

自
然
科
学
等
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

　

学
習
を
楽
し
み
た
い
等
、
様
々
な
目
的
で
幅

　

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間　

第
１
回
は
８
月
31
日
（
月
）
ま
で

　
　
　
　

第
２
回
は
９
月
20
日
（
日
）
ま
で

問
合
せ　

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
２
・
20
・
７
８
７
０

『
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会
』

日　

時　

８
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
20
分

　
　
　
　

８
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
10
分

おしらせ
試
験
区
分

採　

用

予
定
数

試
験
区
分

保　

育　

士

若
干
名

村
長
部
局
に
勤
務
し

て
、
保
育
士
業
務
等
に

従
事
し
ま
す
。

土
木
技
術
職

１　

名

村
長
部
局
に
勤
務
し

て
、
土
木
技
術
等
に

従
事
し
ま
す
。

区　

分

日　

時

場　

所

試
験
内
容

第
１
次

試　

験
平
成
27
年

９
月
20
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分

か
ら

南
山
城

村
役
場
教
養
試
験
・

専
門
試
験･

作
文
試
験

第
２
次

試　

験
平
成
27
年

　

10
月
中
旬

南
山
城

保
育
園
実
技
試
験
・

面
接
試
験

（
保
育
士
）

南
山
城

村
役
場
面
接
試
験

（
土
木
技
術

職
）

大
学
卒

短
大
卒

高
校
卒

採
用
時

17
万

４
２
０
０
円

15
万

４
８
０
０
円

14
万

２
１
０
０
円

権啓発標語　入選作品（笠置町）…………⑰　人（ひと）は皆（みな）　無数（むすう）の縁（えん）に育（はぐく）まれ　人生（じんせい）は開花（かいか）する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑱　咲（さ）かそう　人権（じんけん）の輪（はな）　この町（まち）で �



場　

所　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構　

関
西
光

　
　
　
　

科
学
研
究
所
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

　
　
　
　
（
木
津
川
市
梅
美
台
８
ー
１
ー
６
）

定　

員　

１
０
０
人

受
講
料　

無
料
（
講
習
会
初
日
に
テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　

４
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。）

申
込
み　

７
月
１
日
（
水
）
～
31
日
（
金
）
午
前

　
　
　
　

９
時
～
午
後
５
時
（
土
日
祝
を
除
く
）

　
　
　
　

に
、
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　
　
　
　

し
て
、
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　
（
木
津
川
市
木
津
白
口
10
番
地
２
）
へ
。

　
　
　
　

受
講
申
込
書
は
消
防
本
部
お
よ
び
各
出

　
　
　
　

張
所
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

当
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

　
　
　
　

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の
実
施
案
内

　
　
　
　

文
お
よ
び
受
講
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
　
　
　

ド
で
き
ま
す
。

　
　
　
　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部　

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
72
・
２
１
１
９

　
　
　
　

http://w
w

w
.sourakuchubu

　
　
　
　
　

119-kyoto.jp

『
平
成
27
年
度
動
物
愛
護
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
』
応
募
写
真
募
集

テ
ー
マ　
「
人
と
ペ
ッ
ト
と
の
ふ
れ
あ
い
」

　
　
　
　

人
と
ペ
ッ
ト
（
哺
乳
類
、
鳥
類
及
び

　
　
　
　

爬
虫
類
の
ペ
ッ
ト
に
限
る
）
の
愛
情

　
　
　
　

あ
ふ
れ
た
写
真
で
あ
る
こ
と
。

作
品
の
規
格

　

四
ツ
切
り
（
２
５
４
㎜
×
３
０
５
㎜
）
又
は
Ａ
４

　

サ
イ
ズ（
２
１
０
㎜
×
２
９
７
㎜
）。
カ
ラ
ー
・

　

白
黒
ど
ち
ら
で
も
可
。
パ
ソ
コ
ン
プ
リ
ン
ト

　

も
可
。
合
成
・
加
工
（
一
般
的
な
色
調
整
や

　

ト
リ
ミ
ン
グ
を
除
く
。）
し
た
も
の
は
不
可
。

応
募
資
格　

京
都
府
内
に
在
住
、
通
勤
又
は
通
学

　
　
　
　

し
て
い
る
人

募
集
期
間　

７
月
１
日
（
水
）
か
ら
７
月
31
日
（
金
）

応
募
方
法　

写
真
の
裏
に
応
募
票
を
貼
り
付
け
郵

　
　
　
　

送
又
は
持
参
す
る
こ
と
。

応
募
点
数　

１
人
２
点
以
内
と
す
る
。

応
募
写
真
の
取
り
扱
い
等　

◦
写
真
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

◦
応
募
写
真
は
、
返
却
し
な
い
。

◦
写
真
の
著
作
権
は
撮
影
者
に
あ
る
が
、
京
都
府

　

及
び
京
都
市
が
啓
発
等
の
た
め
使
用
す
る
こ

　

と
が
で
き
る
。
こ
の
際
、
ネ
ガ
又
は
デ
ジ
タ
ル

　

デ
ー
タ
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

◦
自
宅
外
に
お
い
て
撮
影
す
る
場
合
は
、
ペ
ッ
ト

　

を
リ
ー
ド
等
で
繋
い
で
い
る
こ
と
。

◦
被
撮
影
者
の
同
意
を
得
て
い
る
こ
と
。

審　

査　

京
都
府
及
び
京
都
市
で
合
同
で
審
査
の

　
　
　
　

上
、各
賞
を
決
定
し
、入
選
者
に
通
知
す
る
。

表　

彰　

京
都
府
知
事
、
京
都
市
長
連
名
表
彰

入
選
者
の
表
彰
式
及
び
写
真
の
展
示

　

本
年
度
開
催
す
る
表
彰
式
で
表
彰
し
、
入
選

　

写
真
は
動
物
愛
護
週
間
事
業
の
会
場
等
に
展

　

示
す
る
。

応
募
先　

京
都
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
【
京
都
府
】　

健
康
福
祉
部
生
活
衛
生
課
動
物
愛

　
　
　
　
　
　

護
担
当
及
び
府
内
保
健
所

　
【
京
都
市
】　

保
健
福
祉
局
保
健
衛
生
推
進
室
医

　
　
　
　
　
　

務
衛
生
課
及
び
市
内
各
区
保
健
セ

　
　
　
　
　
　

ン
タ
ー

⃝

笠
置
町

人
権
相
談
・
行
政
相
談

実
施
日　

７
月
22
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

場　

所　

笠
置
会
館
１
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
㈹

⃝

和
束
町

行
政
相
談

実
施
日　

７
月
21
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
㈹

人
権
相
談

実
施
日　

７
月
27
日
（
月
）

時　

間　

午
前
９
時
～
正
午

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

⃝

南
山
城
村

合
同
相
談
・
無
料
法
律
相
談

合
同
相
談

日　

時　

７
月
21
日（
火
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２

無
料
法
律
相
談

実
施
日　

７
月
21
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２

　
　
　

※
無
料
法
律
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

き
こ
え
の
相
談
会

日　

程　

７
月
21
日（
火
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間

　
　
　
　

程
度
）

対　

象　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で

　
　
　
　

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ

　
　
　
　

る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
７
月
14
日

　
　
　
　
（
火
）
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

　
　
　
　

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

　
　
　
　

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
知
ら
せ
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９
ー
０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

相
　
談

７
月

実
施
日

24
日
（
金
）

17
日
（
金
）

15
日
（
水
）

高
尾
公
民
館

童
仙
房
公
民
館

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

場　

所

７
月

実
施
日

24
日
（
金
）

14
日
（
火
）

笠
置
会
館

飛
鳥
路
集
会
所
場　

所

銅　
　

賞

銀　
　

賞

金　
　

賞

特　
　

選

区　

分

６
点
程
度

２
点
２
点
１
点

知
事
、
市
長
連
名
賞

おしらせ

権啓発標語　入選作品（笠置町）…………⑲　ありがとう　その一言（ひとこと）で　笑顔（えがお）咲（さ）く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳　つづけよう人権（じんけん）差別（さべつ）なくすまで　かけた分（ぶん）だけ果（か）実（じつ）は実（みの）る�



　昼は一緒に農作業（種まき・草引き・収穫など）や日常の作業（障子張り・庭の手入れ）をし、夜は一
緒に料理をして、会話をしながら食事をとり、眠る。
　そんな日々の生活を共にする場を、提供してくださる方を募集しています。特別なことは不要です。
　興味のある方はお気軽にお電話ください。

○民泊・体験料金について
　①ホームステイ（一泊夕食・朝食付）
　　一名につき5,000円から
　②半日の家業体験（3h）
　　一名につき2,000円から
○問合せ　和束町活性化センター
　☎０７７４−７８−３３９６

和束町では民泊受入家庭を募集しています！！

今年は、サマージャンボ宝くじ史上最高額の
１等・前後賞合わせて７億円！

発売期間　７月８日（水）から７月 31 日（金）まで
発売場所　全国の宝くじ売り場 ※通信販売でも購入できます。

抽　選　日　８月 11 日（火）
　　　　　　　　この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、　　
　　　　　　　　　高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。

住
宅
相
談

　

京
都
府
住
宅
供
給
公
社
で
は
住
宅
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
一
般
相
談
（
電
話
か
来
所
）

日　

時　

毎
週
月
曜
～
金
曜

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

●
専
門
相
談
（
来
所
／
要
予
約
）

【
法　

律
】

日　

時　

毎
週
水
曜
・
木
曜

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

平
成
27
年
11
月
第
２
週
目
か
ら 

　
　
　
　
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

【
建
築
・
耐
震
】

日　

時　

毎
月
第
１
・
３
火
曜

　
　
　
　

※
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

問
合
せ　

京
都
府
住
宅
供
給
公
社
住
宅
相
談
所

　
　
　
　
（
上
京
区
） 

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
４
３
２
・
２
０
１
１

　
　
　
　

０
７
５
・
４
３
２
・
２
０
４
９

『
10
月
１
日
か
ら
し
尿
く
み
取
り

手
数
料
が
10
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り

１
２
６
円
に
な
り
ま
す
』

　

新
券（
１
２
６
円
券
）
の
販
売
は
、
８
月
３
日

（
月
）か
ら
、各
町
村
役
場
と
指
定
金
融
機
関
等
で

行
い
ま
す
。
現
行
券（
１
１
０
円
券
）を
お
持
ち

の
方
で
、使
用
さ
れ
な
い
場
合
は
、各
町
村
役
場

で
返
金
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
㈹

　
　
　
　

和
束
町
農
村
振
興
課

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
㈹

　
　
　
　

南
山
城
村
産
業
生
活
課

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
５

　
　
　
　

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
事
務
局

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
72
・
０
４
２
１

環
境
・
衛
生

『
第
65
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

笠
置
町
推
進
委
員
会
の
７
月
の
活
動
』

◦
街
頭
啓
発

日　

時　

７
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
６
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

場　

所　

Ｊ
Ｒ
笠
置
駅
前

◦
推
進
委
員
会

日　

時　

７
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
11
時
30
分

場　

所　

産
業
振
興
会
館

◦
更
正
保
護
女
性
会
ミ
ニ
集
会

日　

時　

７
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場　

所　

産
業
振
興
会
館

『
体
験
型
教
育
旅
行
及
び

民
泊
セ
ミ
ナ
ー
説
明
会
』

　

教
育
旅
行
と
民
泊
体
験
の
受
入
に
む
け
、
地

域
一
丸
と
な
っ
て
民
泊
・
家
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。
研
修
会
の
講
師
、
内
容
と
予

定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
説
明
し
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
て
い
る
民
泊
受
入
民
家
の
方
、
す

こ
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し

た
い
方
、
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

場　

所　

グ
リ
ー
ン
テ
ィ
和
束
「
一
階
研
修
室
」

日　

時　

７
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

参
加
費　

無
料

問
合
せ　
（
一
財
）和
束
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
３
９
６

　
　
　
　

０
７
７
４
・
66
・
３
４
９
６ 

　
　
　
　

w
azuka-t@

chagenkyo.com

おしらせ

そ
の
他

�



和束町体験交流センター図書室より

★ Pick UP ★
　「雨に泣いてる」

　 ３ 月 11 日、 東 北
地方に巨大地震発生。
懸命に取材を行うひ
とりの記者は、津波
で亡くなった地元で
尊敬を集める僧侶の
素性が、13 年前に放
火殺人で指名手配を
受けている凶悪犯だ
と知る。そこにあるのは悲劇だけではな
かった・・・。

3 町村のどなたでも借りられます。最寄りの図書室でリクエストして下さい。

　

大
手
通
信
会
社
の
名
前
を
言
っ
て
電
話
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
料

金
が
安
く
な
る
」
と
言
わ
れ
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
安
く
な
る
の

だ
っ
た
ら
と
了
承
を
し
た
と
こ
ろ
、
知
ら
な
い
会
社
か
ら
書
面
が
届
い

た
、
途
中
で
解
約
を
す
る
と
解
約
料
が
か
か
る
と
聞
い
た
が
や
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
２
月
か
ら
大
手
通
信
会
社
の
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
卸
売
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
利
用
し
た
事
業
者
か
ら
の
勧
誘
が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
工
事
等
の
必
要
が
な
く
「
転
用
」
と
い
う

簡
易
な
手
続
き
で
乗
り
換
え
が
可
能
で
す
。
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
契

約
は
口
頭
で
も
成
立
し
ま
す
。
契
約
内
容
や
条
件
は
業
者
に
よ
り
様
々

で
、
ア
ド
レ
ス
が
変
わ
っ
た
り
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
扱
い
が
異

な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
相
談
者
は
勧
誘
の
電
話
の
あ
と
で

業
者
に
言
わ
れ
る
ま
ま
に
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
し
て
プ
ロ
バ
イ
ダ
が
変
更

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
業
者
に
解
約
の
申
し
出
を
す
る
と
契
約
後
ま
も

な
く
で
あ
っ
た
の
で
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

勧
誘
を
受
け
て
も
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
直
ぐ
に
契
約
を
せ
ず
よ
く
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は

お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ　

　　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

相
談
日　

月
～
金（
祝
・
休
日
、年
末
年
始
除
く
）

　
　
　
　

※
相
談
は
無
料　

秘
密
厳
守

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

住　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階

　
　
　
　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
出
口
か
ら
徒
歩
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
除
く
）
は

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ
（
電
話
の
み
）

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
料
金
が
安
く
な
る
」

っ
て
聞
い
た
け
ど
？

　京都府立図書館の貸出文庫からお借りした図
書・課題図書等々、新着図書が入りましたので、
ぜひお借りください。

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室………… ☎ 0743-95-2726
和束町体験交流センター図書室… ☎ 0774-78-4013
南山城村図書室…………………… ☎ 0743-93-0522

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　置　町

一般書
火花 又吉　直樹
風に立つライオン さだ　まさし
夢をかなえるぞう　③ 水野　敬也

児童書

世界でいちばん貧しい大統領のス
ピーチ くさば　よしみ

ぼろイスのボス ダイアナ・ウィン・
ジョーンズ

ひま人ヒーローズ！ かみや　としこ

和　束　町

一般書
田園発港行き自転車　上・下 宮本　輝
雨に泣いてる 真山　仁
今日も嫌がらせ弁当 ttkk

児童書
す～べりだい 鈴木　のりたけ
わんぱくだんのひみつきち ゆきの　ゆみこ
折り紙えほん 高野　紀子

南山城村

一般書
猫踏んぢゃった俳句 松村　友視
笹の舟で海をわたる 角田　光代
迷子の日本国憲法 森村　誠一

児童書
春のお客さん あまん　きみこ
どんぐりむらのどんぐりえん なかや　みわ
ビブリア古書堂の事件手帖 ６ 三上　延

図 書 室
　 だ よ り

消費者生　活図書図書

�
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報
　
れ
ん
け
い
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編
集
・
発
行
　
相
楽
東
部
広
域
連
合

〒
619-1205　

京
都

相
楽

郡
和

束
町

大
字

中
小

字
平

田
23番

地
の

1
TEL：

0774-78-0120　
　

FA
X

：
0774-78-0121

「未来にはばたけ　元気な子！」
写真募集！

対　　象：笠置町・和束町・南山城村在住で、
　　　　　３歳までの幼児。
　応募方法については、相楽東部広域連合
のホームページをご覧ください。
　http://www.rengou.jp/
※ご提供いただいた写真および個人情報は「広報
　れんけい」以外の目的には使用いたしません。

　問合せ　相楽東部広域連合総務課
　☎０７７４－７８－０１２０
　e-mail  rengou-soumu@rengou.jp

● 　笠　置　町　●
人　口　1,496 人　（−1）
世帯数　　667世帯（−2）

　〒619-1303　京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743-95-2301
FAX：0743-95-2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,306 人 　（−13）
世帯数　1,743 世帯（−4）

　〒619-1212　京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774-78-3001
FAX：0774-78-2799
http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,933 人　（−2）
世帯数　1,243 世帯（+1）

　〒619-1411　京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743-93-0101
FAX：0743-93-3030
http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成27年 6月 1日現在）３町村人口

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

　藤
ふじ

田
た

　結
ゆ

心
こ

ちゃん
　笠置町　有市
　平成 25 年４月 30 日生まれ
　お兄ちゃんにも負けない、
やんちゃ娘です。

　畑
はた

　維
い

玲
れい

ちゃん
　和束町　釜塚
　平成 25 年１月 10 日生まれ
　食べることが大好きな我が家
のアイドルです。

未来にはばたけ　元気な子！

　笠置町・和束町・南山城村から集められたプラスチック製容器包装ごみはリサイクルされ、他のプラスチック製品
の素材として生まれ変わっています。

　しかし、プラスチック製容器包装ごみの中には、食品の食
べ残し、汚れの付着、紙・金属類・ペットボトル等の混入が
目立っています。この状態ではリサイクルに出せません。
　プラスチック製容器包装ごみを出される際は、容器の汚れ
を落とす、他のごみを入れない等、分別にご協力ください。

プラスチック製容器
包 装 ご み は、 こ の
マークが付いている
ものが対象です。

プラスチック製容器包装ごみの分別にご協力を！

プラスチック製容器包装ごみに混じっていた紙類、ペッ
トボトル等

分別作業

環境環境


